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1 はじめに

このたびは PowerGres on Linux HAをお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。PowerGres on

Linux HAは、PowerGres on Linuxの信頼性をより強化するためのソリューションパックです。複数のサー

バから構成されたクラスタ環境内にデータベースを置き、システムトラブルによるデータの損失やサービスの

停止を防ぎます。LifeKeeper for Linuxと PowerGres on Linuxリカバリーキットを加え、アクティブ・スタ

ンバイによるハイアベイラビリティ構成におけるデータベースシステムの構築を容易に実現します。

本マニュアルでは PowerGres on Linux のインストールと共にサポートのご紹介を致します。PowerGres

Administrator Toolについては別冊の「PowerGres Administrator Tool操作マニュアル」をご覧ください。

2 PowerGres on Linux HAの概要

2.1 PowerGres on Linux HAとは

PowerGres on Linux HAは、実績あるオープンソースデータベース PostgreSQLをベースにしながらも、

使いやすさと性能を追求した PowerGres on Linuxをハイアベイラビリティ構成にすることにより、更なる高

信頼性を実現した製品です。低コストかつ導入が容易なので、スピーディーにサービスを立ち上げ、タイム

リーに事業を開始することができます。

• PowerGres on Linux

PowerGres on Linuxはオープンソースデータベース PostgreSQLとの完全な互換性を維持しなが

ら、独自のインストーラと管理ツール (PowerGres Administrator Tool)を装備することによって、運

用性を向上させた製品です。

• LifeKeeper for Linux

LifeKeeperは SteelEye Technology社の開発による、クラスタ用パッケージソフトウェアです。複

数台のサーバを使うことで、サービスの信頼性を高めます。ファイルシステムやアプリケーションを保

護対象として管理し、それらの異常を検出すると、必要に応じて復旧処理や、バックアップサーバへの

フェイルオーバー処理を実行します。

• PowerGres on Linuxリカバリーキット

PowerGres on Linux サーバを LifeKeeper for Linux の保護対象として登録・管理可能にします。

これによりクラスタ内で実行中の PowerGres on Linuxサーバの状態を監視し、異常を検出した場合に

は、指定のバックアップサーバに切り替え、継続して処理を実行することができます。

2.2 製品構成

PowerGres on Linux HAは以下から構成されます。
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PowerGres on Linux 2システム

LifeKeeper for Linux 2システム

PowerGres on Linuxリカバリーキット 2システム

LifeKeeper for Linux日本語マニュアル 1セット

PostgreSQL/PowerGresサポート&保守 2システム/年間

LifeKeeper for Linux年間サポート 2システム/年間

PowerGres on Linuxリカバリーキット年間サポート 2システム/年間

2.3 動作環境

PowerGres on Linuxの動作環境は、以下のとおりです。

OS Red Hat Enterprise Linux AS/ES 3/4 (PowerGres on Linux HA 2.1.x)

Red Hat Enterprise Linux AS/ES 2.1/3 (PowerGres on Linux HA 2.0.x)

CPU Intel 32-bit x86 CPU (300MHz以上推奨)

メモリ 128MB以上 (256MB以上推奨)

ハードディスク 100MB以上の空き領域

PowerGres Administrator Tool 動作環境については「PowerGres Administrator Tool 操作マニュアル」

を参照してください。LifeKeeper for Linux動作環境については「LifeKeeper for Linux日本語マニュアル」

を参照してください。

2.4 制限事項・仕様

1. PowerGres Administrator Toolは LifeKeeper for Linuxの保護下には置かれません。

PowerGres Administrator Toolが停止したときは以下のように手動で PowerGres Administrator

Toolを起動します。¨ ¥
§ ¦# /etc/init.d/powergresadmin start

PowerGres Administrator Toolの起動については「PowerGres Administrator Tool操作マニュア

ル」を参照してください。

2. PostgreSQL 基本設定 (postgresql.conf) においてエラーメッセージを stdout と stderr に表示しない

(silent mode)を有効に設定できません。

エラーメッセージを stdoutと stderrに表示しない (silent mode)を有効に設定すると LifeKeeper

for Linux から PowerGres on Linux が起動していることを認識できません。エラーメッセージを

stdoutと stderrに表示しない (silent mode)は無効に設定してください。

PowerGres Administrator Toolの制限事項・仕様については別冊の「PowerGres Administrator Tool操

作マニュアル」をご覧ください。
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3 インストール

PowerGres on Linux HA でインストールするソフトウェアは以下のとおりです。また、PowerGres on

Linuxをインストールすることによって PowerGres on Linuxリカバリーキットもインストールされます。

• LifeKeeper for Linux

• PowerGres on Linux

• PowerGres on Linuxリカバリーキット

3.1 LifeKeeper for Linuxのインストール

LifeKeeper for Linuxのインストールについては「LifeKeeper for Linux日本語マニュアル」を参照してく

ださい。

3.2 PowerGres on Linuxのインストール

PowerGres on Linuxのインストールは LifeKeeper for Linuxをインストールしてから行います。また、ク

ラスタを構成するすべてのサーバでインストールする必要があります。

3.2.1 インストール前の準備

クラスタを構成する複数のサーバで PowerGres on Linuxのスーパーユーザのユーザ名、ユーザ IDが異な

ると、共有ディスクに作成されたデータベースクラスタに PowerGres on Linuxからアクセスできなくなりま

す。そのため、すべてのサーバでスーパーユーザのユーザ名、ユーザ IDが同じにする必要があります。

PowerGres on Linuxをインストールする際にスーパーユーザのユーザ名やユーザ ID を指定できますが、

同じユーザ名でもサーバ間でユーザ IDが異なってしまうことや、あるサーバで指定できたユーザ IDが他の

サーバですでに使用されていることなどもあるため、インストールスクリプトを実行する前に、すべてのサー

バでスーパーユーザをユーザ名、ユーザ IDが同じ状態になるように準備します。

• 新しいユーザを作成し、そのユーザを PowerGres on Linux のスーパーユーザとする場合はすべての

サーバで、以下のようにユーザ IDを指定してユーザを作成します。¨ ¥
§ ¦# useradd -u <uid> <username>

<uid>にはユーザ ID、<username>にはユーザ名を指定します。

• 既存ユーザを、PowerGres on Linuxのスーパーユーザとする場合は、すべてのサーバでユーザ IDが

同じであることを確認します。¨ ¥
§ ¦# id -u <username>

<username>には既存ユーザのユーザ名を指定します。
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3.2.2 インストールの手順

インストールはスクリプトを実行し、必要な設定を入力することで行います。インストールが終了すると、

PowerGres on Linux本体、PowerGres Administrator Toolがインストールされます。なお、PowerGres on

Linux 1.0.xがすでにインストールされている場合は第 3.2.3章 (8ページ)を参照してください。

インストールを行うには、製品に同梱している CD-ROM をインストールするマシンにセットしてくださ

い。ここでは CD-ROM を/mnt/cdromにマウントしているという前提で解説します。マウントしたディレ

クトリが異なる場合は適宜読み替えてください。なお、インストールは rootで行う必要があります。

1. インストールスクリプトを実行します。¨ ¥
§ ¦# sh /mnt/cdrom/install.sh

インストールスクリプトが起動されると、次のような画面が表示されます。¨ ¥

§ ¦
Welcome to PowerGres on Linux

2. ライセンスキーを入力します。

製品に付属しているライセンスキーを入力してください。¨ ¥
§ ¦Please input the license key (ex. ABCD-EFGH-IJKL-MNOP):

ライセンスキーの入力に失敗すると次のようなメッセージが表示されます。もう一度ライセンスキー

を入力してください。¨ ¥
§ ¦The license key cannot be authenticated.

ライセンスキーが正しいものと認識されると次のように表示されます。¨ ¥
§ ¦The license key is authenticated.

3. PowerGres on Linuxのスーパーユーザ名を入力します。¨ ¥
§ ¦Please input the superuser name [postgres]:

何も入力しなければ postgresをスーパーユーザとして利用します。スーパーユーザは OSのユーザ

として存在する必要がありますが、存在しないユーザを指定した場合には、自動的に OS上にユーザが

作成されます。また、rootをスーパーユーザとすることはできません。

何も入力せず、かつそのユーザがすでに存在する場合は次のように表示されます。

5



¨ ¥
§ ¦
"postgres" already exists.

The superuser is "postgres".

ユーザ名が OSに存在していないと以下のメッセージが表示されます。新規ユーザを作成するため、

PowerGres on Linuxのスーパーユーザのユーザ IDを入力します。システムアカウントに予約されて

いるユーザ ID (0から 99)は設定できません。¨ ¥
§ ¦
"test" still does not exist.

Please input the superuser’s UID:

入力されたユーザ名、ユーザ IDの新規ユーザが作成できると以下のメッセージが表示されます。¨ ¥
§ ¦
Creating "test"... Succeeded.

The superuser is "test".

4. スーパーユーザのパスワードを入力します。¨ ¥
§ ¦
Please input the password:

Please ynput the password once more:

正しいパスワードを 2回入力することで設定できます。このパスワードは、OSのパスワードではな

く、PowerGres Administrator Tool専用で利用されるパスワードです。

5. PowerGres Administrato Toolが使用するポートを指定します。¨ ¥
§ ¦Please input the port for PowerGres Administrator Tool [8080]:

入力しない場合には 8080、入力すれば指定されたポートを利用します。すでに利用されているポー

トは入力しないようにしてください。また、1023以下のポートを利用することはできません。

ポート番号が認識されると、次のように表示されます。¨ ¥
§ ¦The port for PowerGres Administrator Tool is 8080.

6. インストールが行われます (自動)。
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¨ ¥

§ ¦

Preparing installation... Succeeded.

Installing powergres-ha-libs... Succeeded.

Installing powergres-ha... Succeeded.

Installing powergres-ha-devel... Succeeded.

Installing powergres-ha-contrib... Succeeded.

Installing powergres-ha-server... Succeeded.

Installing powergres-ha-test... Succeeded.

Installing powergres-ha-docs... Succeeded.

Installing powergres-ha-jdbc... Succeeded.

Installing powergresadmin-ha... Succeeded.

Installing powergresadmin-ha-apache... Succeeded.

Installing powergresadmin-ha-php... Succeeded.

Installing powergres-LKRK... Succeeded.

7. OSの共有メモリが確認されます (自動)。

PowerGres on Linux を最適な環境で運用できるように、OS の共有メモリを確認します。場合に

よっては共有メモリの値を変更することがあります。共有メモリの設定が変更された場合は、次のよう

に表示されます。¨ ¥
§ ¦Configuring shared memory... Succeeded.

8. インストール後の設定が行われます (自動)。¨ ¥
§ ¦Setting after installation... Succeeded.

9. インストーラから PowerGres Administrator Toolが起動されます (自動)。

正しく処理が終了すると次のように表示されます。最後に表示された URLが PowerGres Adminis-

trator Toolへアクセスするための URLとなります。¨ ¥

§ ¦

Starting PowerGres Administrator Tool... Succeeded.

You can access PowerGres Administrator Tool with the following URL:

http://hostname:8080/

インストーラでは OS の起動サービスに PowerGres Administrator Tool を追加しています。従っ

て、OSの起動・再起動時に手動でサービスの開始や停止を行う必要はありません。
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3.2.3 アップグレードの手順

PowerGres on Linux 1.0がすでにインストールされている場合は、2.0にアップグレードすることができま

す。アップグレードはスクリプトを実行することで行います。

■注意 PowerGres on Linux 1.0.xから 2.0.xにアップグレードする場合は、すでに作成済みのデータ

ベースクラスタをバックアップしてからアップグレードを行い、リストアする必要があります。 また、

PowerGres on Linux 2.0.xにアップグレードすることによって、LifeKeeper for Linuxの保護下に置か

れた PowerGresリソースは削除されます。

アップグレードを行うためには、製品に同梱されている CD-ROMをマウントする必要があります。ここで

は、CD-ROMを/mnt/cdromにマウントしていることを前提にします。なお、アップグレードは rootで行

う必要があります。

1. データベースをバックアップします。

PowerGres Administrator Toolの BACKUPメニューから backupサブメニューを選択し、データ

ベースをバックアップします。詳細については、「PowerGres Administrator Tool操作マニュアル」の

「第 7.1章 バックアップ」、「PostgreSQL日本語ドキュメント」の「III. サーバの管理 第 22章 バック

アップとリストア」などを参照してください。

■ヒント PowerGres on Linux 1.0.x の PowerGres Administrator Tool ではデータベースを

バックアップする際、設定ファイル (postgresql.conf、pg hba.conf、pg ident.confなど) のバッ

クアップは行われません。従って、必要であれば設定ファイルを新しいデータベースクラスタに

手動で移行してください。

2. データベースデーモンを停止します。

PowerGres Administrator Tool の DAEMON メニューから stop をクリックし、postmaster を停

止します。

3. PowerGres Administrator Toolを停止します。¨ ¥
§ ¦# /etc/init.d/powergresadmin stop

4. アップグレードスクリプトを実行します。¨ ¥
§ ¦# sh /mnt/cdrom/upgrade.sh

アップグレードスクリプトを実行すると以下のように表示されます。¨ ¥

§ ¦
Welcome to PowerGres on Linux
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5. アップグレードを確認するメッセージが表示されます。¨ ¥
§ ¦Do you upgrade PowerGres on Linux HA really (yes/no):

アップグレードを続行する場合は yes、中断する場合は noと入力してください。

6. ライセンスキーを入力します。

製品に同梱されているライセンスキーを入力してください。¨ ¥
§ ¦Please input the license key (ex. ABCD-EFGH-IJKL-MNOP):

ライセンスキーが正しいものであると認識されると以下のように表示されます。¨ ¥
§ ¦The license key is authenticated.

ライセンスキーが誤っていると以下のように表示されます。もう一度ライセンスキーを入力してくだ

さい。¨ ¥
§ ¦The license key cannot be authenticated.

7. アップグレードが行われます (自動)。¨ ¥

§ ¦

Preparing upgrade... Succeeded.

Upgrading powergres-LKRK... Succeeded.

Upgrading powergresadmin-ha... Succeeded.

Upgrading powergresadmin-ha-apache... Succeeded.

Upgrading powergres-ha-docs... Succeeded.

Upgrading powergres-ha-jdbc... Succeeded.

Upgrading powergresadmin-ha-php... Succeeded.

Upgrading powergres-ha-test... Succeeded.

Upgrading powergres-ha-contrib... Succeeded.

Upgrading powergres-ha-server... Succeeded.

Upgrading powergres-ha... Succeeded.

Upgrading powergres-ha-devel... Succeeded.

Upgrading powergres-ha-libs... Succeeded.

データベースデーモンが起動している場合は、アップグレード前にデータベースデーモンが停止さ

れます。¨ ¥
§ ¦Taking powergres-/share/dataclusterA3b out-of-service... Succeeded.

8. アップグレード後の設定が行われます (自動)。
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¨ ¥
§ ¦Setting after upgrade... Succeeded.

9. PowerGres Administrator Toolが起動されます (自動)。¨ ¥

§ ¦

Starting PowerGres Administrator Tool... Succeeded.

You can access PowerGres Administrator Tool with the following URL:

http://hostname:8080/

10. データベースクラスタを初期化します。

PowerGres Administrator Toolの SETTINGメニューから initdbをクリックし、データベースク

ラスタを初期化します。詳細については第 5.2章 (15ページ)を参照してください。

11. リソースを作成します。

LifeKeeper GUIで PowerGresリソースと IPリソースを作成し、それらを関連付けます。詳細につ

いては第 5.3章 (17ページ)を参照してください。

12. データベースをリストアします。

PowerGres Administrator Toolの BACKUPメニューから restoreサブメニューを選択し、データ

ベースをリストアします。詳細については、「PowerGres Administrator Tool操作マニュアル」の「第

7.1章 リストア」、「PostgreSQL日本語ドキュメント」の「III. サーバの管理第 22章 バックアップと

リストア」などを参照してください。

13. 新しいデータベースクラスタに設定ファイルを移行します (任意)。

もとのデータベースクラスタディレクトリに存在する設定ファイル (postgresql.conf、pg hba.conf、

pg ident.conf など) を新しいデータベースクラスタディレクトリにコピーします。設定ファイルの移

行については、「PowerGres Administrator Tool操作マニュアル」の「第 11.1.3章 PostgreSQL 7.3.x

と 7.4.xでの postgresql.confの違い」を参考にしてください。

3.2.4 インストール後の構成

PowerGres on Linuxのインストールが終了すると、次の RPMパッケージがインストールされています。

• powergres-ha

クライアントプログラムと関連するマニュアル、PostgreSQLの HTMLマニュアル (英語版)

• powergres-ha-server

サーバプログラムとライブラリ、関連するマニュアル

• powergres-ha-devel

ヘッダファイルと libpq、ecpgライブラリ

• powergres-ha-libs

libpq、ecpgライブラリ

• powergres-ha-jdbc

JDBCドライバ
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• powergres-ha-test

regression test実行ツール (テストスイート)、ライブラリ

• powergres-ha-docs

ドキュメント (SGMLソースを含む)

• powergres-ha-contrib

PostgreSQLに付属する contribツール

• powergresadmin-ha

PowerGres Administrator Toolプログラム本体、PostgreSQL日本語マニュアル

• powergresadmin-ha-apache

PowerGres Administrator Tool専用 Apache Webサーバ

• powergresadmin-ha-php

PowerGres Administrator Tool専用 PHP

• powergres-LKRK

PowerGres on Linuxリカバリーキット

4 その他のソフトウェアのインストール

PowerGres on Linuxには PowerGres on Linux本体、PowerGres Administrator Toolの他に以下のソフ

トウェアが同梱されています。

• Apache . . .ウェブサーバ

• PHP . . .スクリプト言語

• pgpool . . . PostgreSQLのためのコネクションプールサーバ

• PostGIS . . . PostgreSQLへの地理オブジェクトサポート機能拡張

• ODBCドライバ . . . PostgreSQLの ODBCドライバ (Windows用)

■注意 pgpoolは「PostgreSQL/PowerGresサポート&保守」をご購入いただいた場合のみ、PostGIS、

ODBCドライバについては「PostgreSQL/PowerGresサポート&保守」のそれぞれのオプションをご購

入いただいた場合のみ、サポート対象になります。その他のソフトウェアはサポート対象外です。

これらのソフトウェアの内、Apache、PHP、pgpool、PostGISは OSごとに RPMパッケージで提供され

ています。したがって、インストールは rpmコマンドによって行います。rpmコマンドによる基本的なイン

ストール方法については第 4.1章 (11ページ)で説明します。さらに、それに続く第 4.1.1章 (13ページ)以降で

それぞれのソフトウェアに固有の設定方法などについて説明します。なお、ODBCドライバのインストール

方法は第 4.2章 (14 ページ)において説明します。

4.1 RPMパッケージのインストール

Apacheや PHPなどの RPMパッケージをインストールするためには、製品に同梱されている CD-ROM

をマウントする必要があります。ここでは、CD-ROMが/mnt/cdromにマウントされていることを前提にし
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ます。なお、インストールは rootによって行う必要があります。

■注意 Apacheや PHPなどが、ソースや RPM パッケージなどによってすでにインストールされてい

る場合、インストールできないことや正しく動作しないことがあります。

RPMパッケージのインストールは以下の手順で行います。

1. OSに対応した RPMパッケージが格納されているディレクトリに移動します。

OSと RPMパッケージが格納されているディレクトリの対応は以下のとおりです。

Red Hat Enterprise Linux AS 2.1 /mnt/cdrom/RPMS/RHELAS2.1

Red Hat Enterprise Linux ES 2.1 /mnt/cdrom/RPMS/RHELES2.1

Red Hat Enterprise Linux AS 3 /mnt/cdrom/RPMS/RHELAS3.0

Red Hat Enterprise Linux ES 3 /mnt/cdrom/RPMS/RHELES3.0

例えば、OS として Red Hat Enterprise Linux AS 2.1 をお使いであれば、以下のよう

に/mnt/cdrom/RPMS/RHELAS2.1へ移動します。¨ ¥
§ ¦# cd /mnt/cdrom/RPMS/RHELAS2.1

2. インストールするソフトウェアに対応した RPMパッケージをインストールします。

ソフトウェアと RPMパッケージの対応は以下のとおりです。*1なお、PHPは Apacheのインストー

ル後にインストールする必要があります。

Apache sra-apache-1.3.36-1.i386.rpm

PHP sra-php-4.4.2-1.i386.rpm

pgpool pgpool-3.0.2-1vl1.i386.rpm

PostGIS postgis-1.1.2-1.i386.rpm

(postgis-utils-2.2.2-1.i386.rpm)

geos-2.2.2-1.i386.rpm

(geos-devel-2.2.2-1.i386.rpm)

proj-4.4.9-1.i386.rpm

(proj-devel-4.4.9-1.i386.rpm)

例えば、Apacheをインストールするのであれば、以下のようにインストールします。¨ ¥

§ ¦
# sudo rpm -ivh sra-apache-1.3.36-1.i386.rpm

Preparing... ########################################### [100%]

1:sra-apache ########################################### [100%]

以上で RPMパッケージのインストールは完了です。それぞれのソフトウェアに固有の設定などについては

*1 ソフトウェアのバージョンは 2006年 6月現在のものです。
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第 4.1.1章 (13 ページ)以降を参照してください。

4.1.1 Apache

Apacheは/usr/local/apache以下にインストールされます。Apacheの起動は以下のように行います。¨ ¥
§ ¦# /etc/init.d/apache start

また、停止は以下のように行います。¨ ¥
§ ¦# /etc/init.d/apache stop

4.1.2 PHP

PHPは/usr/local/php以下にインストールされます。なお、PHPは Apacheのインストール後にインス

トールする必要があります。また、PHPを使用するためには PHP のインストール後、Apacheの設定ファイ

ル (/usr/local/apache/httpd.conf)に以下のような設定 (下線が引かれた行の追加)を行い、Apacheを再起

動する必要があります。¨ ¥

§ ¦

<IfDefine SSL>

LoadModule ssl_module libexec/libssl.so

</IfDefine>

LoadModule php4 module libexec/libphp4.so

# Reconstruction of the complete module list from all available modules

# (static and shared ones) to achieve correct module execution order.¨ ¥

§ ¦

<IfDefine SSL>

AddModule mod_ssl.c

</IfDefine>

AddModule mod php4.c

#

# ExtendedStatus controls whether Apache will generate "full" status
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¨ ¥

§ ¦

# make certain files to be certain types.

#

AddType application/x-tar .tgz

AddType application/x-httpd-php .php

#

# AddEncoding allows you to have certain browsers uncompress

4.1.3 pgpool

pgpoolのインストールでは以下のファイルがインストールされます。

/usr/local/bin/pgpool プログラム本体

/usr/local/etc/pgpool.conf.sample 設定ファイルのサンプル

pgpool の設定は/usr/local/etc/pgpool.conf で行います。pgpool.conf.sample を pgpool.conf にコピーし

て設定してください。

4.1.4 PostGIS

PostGISを使用するためには PostGISのインストール後、PostGISを使用するデータベースに対して以下

のコマンドを実行する必要があります。¨ ¥
§ ¦
$ /opt/powergres/bin/createlang plpgsql <dbname>

$ /opt/powergres/bin/psql -f /opt/powergres/share/contrib/lwpostgis.sql -d <dbname>

なお、<dbname>には PostGISを使用するデータベース名を指定します。

4.2 ODBCドライバのインストール

ODBCドライバのインストールはWindows上で行います。なお、インストールには製品に同梱されてい

る CD-ROMが必要です。また、以下の説明では CD-ROMドライブが D:であると仮定します。

ODBCドライバのインストールは以下の手順で行います。

1. CD-ROMに収録されている圧縮ファイル (D:Y=ODBCY=psqlodbc-07 03 0200.zip)を適当なフォルダ

に展開します。

圧縮ファイルから実行ファイル (psqlodbc.exe)が展開されます。

2. 展開された実行ファイル (psqlodbc.exe)を実行します。

実行ファイルを実行するとインストーラが起動します。後はインストーラの指示に従ってください。
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5 初期設定

5.1 コミュニケーションパスの作成

LifeKeeper for Linuxでコミュニケーションパスを作成します。コミュニケーションパスの作成については

「LifeKeeper for Linux日本語マニュアル」を参照してください。

5.2 データベースクラスタの作成

共有ディスクにデータベースクラスタと呼ばれるデータベースを格納する領域を作成します。なお、データ

ベースクラスタの作成は rootで行う必要があります。

1. 共有ディスクをマウントします。¨ ¥
§ ¦# mount -t <type> -o rw <device> <directory>

<type>には共有ディスクのファイルシステムタイプ、<device>にはデバイス、<directory>に

はマウントするディレクトリをそれぞれ指定します。

2. 共有ディスクがマウントされているディレクトリにデータベースクラスタディレクトリを作成します。¨ ¥
§ ¦# mkdir <datadir>

<datadir>にはデータベースクラスタディレクトリを指定します。

3. データベースクラスタディレクトリの所有者とアクセス権を変更します。

データベースクラスタディレクトリの所有者を PowerGres on Linux のスーパーユーザに変更し

ます。¨ ¥
§ ¦# chown <superuser> <datadir>

<superuser>には PowerGres on Linuxのスーパーユーザ、<datadir>にはデータベースクラス

タディレクトリをそれぞれ指定します。

データベースクラスタディレクトリのアクセス権を所有者のみ読み取り許可、書き込み許可、実行

許可 (700)に変更します。¨ ¥
§ ¦# chmod 700 <datadir>

<datadir>にはデータベースクラスタディレクトリを指定します。

4. データベースクラスタを初期化します。

共有ディスクがマウントされているサーバで起動する PowerGres Administrator Tool でデータ

ベースクラスタを初期化します。

SETTING メニューから initdb を選択するとデータベースクラスタの初期化画面が表示されま

す。データベースクラスタディレクトリの絶対パスには共有ディスクに作成したデータベースクラスタ
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ディレクトリの絶対パスを指定します。

PowerGres Administrator Tool によるデータベースクラスタの初期化については「PowerGres

Administrator Tool操作マニュアル」を参照してください。

5. PowerGres on Linuxの設定を行います。 共有ディスクがマウントされているサーバで起動されて

いる PowerGres Administrator Toolで PowerGres on Linuxの設定を行います。

• PostgreSQL基本設定 (postgresql.conf)

クライアントからの接続を監視する TCP/IP ポート番号など、実行時の設定を行います。

SETTINGメニューから postgresql.confを選択すると PostgreSQL基本設定画面が表示さ

れます。

■注意 使用ポート番号 (port)についてはリソースを作成した後に設定を変更することがで

きません。もし、変更したい場合はリソースを削除してから設定を変更する必要があります。

• ネットワーク接続認証 (pg hba.conf)

クライアント認証の設定を行います。デフォルトのクライアント認証の設定では、ほかのサー

バから PowerGres on Linuxに接続できません。クライアント認証の設定については PostgreSQL

管理者用ガイドを参照してください。SETTINGメニューから pg hba.confを選択するとネッ

トワーク接続認証画面が表示されます。

• その他の設定 (other)

PostgreSQL 基本設定以外の PowerGres on Linux 独自の設定を行います。SETTING メ

ニューから otherを選択するとその他の設定画面が表示されます。

■注意 以下の項目についてはリソースを作成した後に設定を変更することができません。

もし、変更したい場合はリソースを削除してから設定を変更する必要があります。

– ログを格納するディレクトリ (rotatelogs/logdir)

– ログを回転させる間隔 (rotatelogs/rotationtime)

– UTC時間との差 (rotatelogs/offset)

また、ログを格納するディレクトリをデータベースクラスタと異なるディスク上に設定

する場合は、バックアップサーバにログを格納するディレクトリをあらかじめ作成してくだ

さい。

更新をクリックするとデータベースデーモンの再起動、設定ファイルの再読み込みが必要である

というメッセージが表示されますが、データベースデーモンの再起動、設定ファイルの再読み込みは

LifeKeeper for Linuxでリソースを作成するまで行うことはできません。

PowerGres Administrator Toolによる PowerGres on Linuxの設定については「PowerGres Ad-

ministrator Tool操作マニュアル」を参照してください。
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5.3 リソースの作成

LifeKeeper for Linux でリソースを作成します。リソースを作成することによって LifeKeeper for Linux

の保護下に置かれます。なお、リソースの作成は rootで行う必要があります。

5.3.1 PowerGresリソースの作成

PowerGresリソースを作成します。PowerGresリソースは PowerGres on Linuxを LifeKeeper for Linux

の保護下に置くためのリソースです。

1. LifeKeeper GUIを起動します。¨ ¥
§ ¦# /opt/LifeKeeper/bin/lkGUIapp &

なお、LifeKeeper GUIの起動については「LifeKeeper for Linux日本語マニュアル」を参照してく

ださい。

2. EditメニューからResource、次に Create Resource Hierarchyを選択します。

Create Resorce Wizardダイアログボックスが表示されます。

3. Select Recovery Kitリストから PowerGres Databaseを選択し、Nextをクリックします。
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4. Switchback Typeとして intelligentまたは automaticを選択し、Nextをクリックします。

なお、Switchback Typeについては「LifeKeeper for Linux日本語マニュアル」を参照してくだ

さい。

5. Serverを選択し、Nextをクリックします。

Server には共有ディスクがマウントされているサーバを指定します。Next をクリックすると

Create custom/powergres Resourceダイアログボックスが表示されます。
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6. PowerGres data Directoryを選択し、Nextをクリックします。

PowerGres data Directoryには LifeKeeperによって保護されるデータベースクラスタの位置

を指定します。リストには PowerGres Administrator Toolで作成したデータベースクラスタの位置が

あらかじめ含まれており、そこからデータベースクラスタの位置を選択してください。

7. Location of PowerGres Executablesを入力し、Nextをクリックします。

Location of PowerGres Executablesには PowerGresの実行ファイルが含まれているディレ

クトリへのパスを指定します。ただし、デフォルトのパス (/opt/powergres/bin)があらかじめ入力さ

れており、変更することは推奨されません。

8. Port number for PowerGres serviceを入力し、Nextをクリックします。
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Port number for PowerGres service には PowerGres がクライアントからの接続を監視す

る TCP/IPポート番号を指定します。ただし、PowerGres Administrator Toolで指定した TCP/IP

ポート番号があらかじめ入力されており、変更することは推奨されません。

9. Options for rotatelogsを入力します。

PowerGres on Linuxでは rotatelogsによってログを取得しています。Options for rotatelogs

には rotatelogs のオプションを指定します。なお、ここには PowerGres Administrator Tool のその

他の設定内のログに関するもの (ログを格納するディレクトリ、ログを回転させる間隔、UTC時間と

の差)に設定された値があらかじめ入力されており、入力された値を変更することは推奨しません。も

し、変更したい場合は PowerGres Administrator Toolから行ってください。

なお、ログに関する設定の詳細については、「PowerGres Administrator Tool操作マニュアル」の

「第 4.6章 その他の設定」を参照してください。

10. Root Tagを入力します。

Root Tagには LifeKeeper GUIでリソースの状態を表示するためのタグを指定します。

11. Createをクリックします。

ウィンドウにはリソースを作成している状況が表示されます。

12. Nextをクリックします。

ウィンドウにはリソースの作成に成功したというメッセージが表示されます。

13. Continueをクリックします。
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Continueをクリックすると Pre-Extend Wizardが表示されます。

14. Target Serverを選択します。

Target Serverにはクラスタを構成するサーバを指定します。

15. Accept DefaultsまたはNextをクリックします。

最初にリソースを作成したときと同じ設定であれば Accept Defaults、そうでなければNextを

クリックします。Accept Defaultをクリックしたときは最初にリソースを作成したときと同じ設定

でリソースが自動的に作成されます。Nextをクリックしたときは 4から 10と同じ手順でリソースを作

成します。ただし、Template Priorityと Target Priorityを設定することが異なります。

なお、Template PriorityとTarget Priorityについては「LifeKeeper for Linux日本語マニュ

アル」を参照してください。

ここでは Accept Defaultsをクリックしたことを仮定します。ウィンドウにはリソースを設定し

ている状況が表示され、Extend custom/powergres Resource Hierarchyダイアログボックスが表示さ

れます。ウィンドウにはリソースを拡張している状況が表示されます。

16. Next Serverまたは Finishをクリックします。

クラスタを構成するサーバがさらにあればNext Server、そうでなければ Finishをクリックしま

す。Next Serverをクリックしたときは 14から 16と同じ手順でリソースを拡張します。Finishをク

リックするとウィンドウにはリソースの拡張に成功したというメッセージが表示されます。

17. Doneをクリックします。

ダイアログボックスが閉じられます。

5.3.2 IPリソースの作成

IP リソースを作成します。IP リソースは IP アドレスを LifeKeeper for Linux の保護下に置くためのリ

ソースです。ここで IP Resorceとして設定した IPアドレスは PowerGres on Linuxに接続するための仮

想 IPアドレスとして使用されます。

IPリソースの作成については「LifeKeeper for Linux日本語マニュアル」を参照してください。
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5.3.3 PowerGresリソースと IPリソースの関連付け

PowerGres リソースと IP リソースを関連付けます。関連付けることによって仮想 IP アドレスで Power-

Gres on Linuxに接続することができます。したがって、クライアントは PowerGres on Linuxが起動してい

るサーバを意識する必要がなくなります。

1. EditメニューからResource、次に Create Dependencyを選択します。

2. Serverを選択し、Nextをクリックします。

3. Parent Resource Tagを選択し、Nextをクリックします。
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Parent Resource Tagにはリソースを関連付けるときに親になるリソースのタグを指定します。

ここでは第 5.3.1章の 10で設定した PowerGresリソースのタグを指定します。

4. Child Resource Tagを選択し、Nextをクリックします。

Child Resource Tag にはリソースを関連付けるときに子になるリソースのタグを指定します。

ここでは第 5.3.2章で設定した IPリソースのタグを指定します。

5. Create Dependencyをクリックします。

ダイアログボックスには Parent Resource Tagと Child Resource Tagにそれぞれ指定した

タグを確認するメッセージが表示されます。

6. Doneをクリックします。

ダイアログボックスが閉じられます。

以上で PowerGres on Linuxが LifeKeeper for Linuxの保護下に置かれます。
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5.4 初期設定後の確認

初期設定が完了したことによって PowerGres on Linuxが実際に LifeKeeper for Linuxの保護下に置かれ

ていることを確認します。

5.4.1 スイッチオーバの確認

1. PowerGres on Linuxが起動していることを確認します。

PowerGres on Linuxが起動しているサーバでデータベースデーモン (postmaster)が起動している

ことを確認します。以下のようにプロセスが表示されたときは PowerGres on Linuxが起動していると

いうことです。¨ ¥

§ ¦

$ ps -C postmaster

PID TTY TIME CMD

1246 ? 00:00:00 postmaster

1249 ? 00:00:00 postmaster

1251 ? 00:00:00 postmaster

2. PowerGres on Linuxをスイッチオーバします。

PowerGres on Linuxが起動していないサーバに対して PowerGres Administrator Toolへのアク

セスを行います。DAEMON メニューから start を選択すると PowerGres on Linuxがアクセスし

たサーバへスイッチオーバされます。

また、LifeKeeper GUI でスイッチオーバすることもできます。LifeKeeper GUI によるスイッチ

オーバについては「LifeKeeper for Linux日本語マニュアル」を参照してください。
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3. スイッチオーバされたことを確認します。

PowerGres on Linuxがスイッチオーバされたサーバでデータベースデーモンが起動していること

を確認します。以下のようにプロセスが表示されたときは PowerGres on Linuxがスイッチオーバされ

たということです。¨ ¥

§ ¦

# ps -C postmaster

PID TTY TIME CMD

1278 ? 00:00:00 postmaster

1280 ? 00:00:00 postmaster

1282 ? 00:00:00 postmaster

5.4.2 フェイルオーバの確認

1. PowerGres on Linuxが実際に起動していることを確認します。

PowerGres on Linuxが起動しているサーバでデータベースデーモンが起動していることを確認しま

す。以下のようにプロセスが表示されたときは PowerGres on Linuxが起動しているということです。¨ ¥

§ ¦

# ps -C postmaster

PID TTY TIME CMD

1246 ? 00:00:00 postmaster

1249 ? 00:00:00 postmaster

1251 ? 00:00:00 postmaster

2. PowerGres on Linuxをフェイルオーバします。

PowerGres on Linuxが起動しているサーバでデータベースデーモンを強制的に停止します。なお、

<PID>にはデータベースデーモンのプロセス IDを指定します。¨ ¥
§ ¦# kill <PID>

しかし、データベースデーモンを強制的に停止しただけでは、データベースデーモンがローカルリ

カバリされるため、PowerGres on Linuxがフェイルオーバされません。そこで、データベースデーモ

ンを起動できなくするため、データベースデーモンのファイル名を一時的に変更します。¨ ¥
§ ¦# mv /opt/powergres/bin/postmaster /opt/powergres/bin/postmaster~

しばらくするとPowerGres on Linuxが優先度が高いサーバへフェイルオーバされます。PowerGres

on Linuxのフェイルオーバ確認後、データベースデーモンのファイル名は必ず元に戻してください。

3. フェイルオーバされたことを確認します。

PowerGres on Linuxがフェイルオーバされたサーバでデータベースデーモンが起動していること

を確認します。以下のようにプロセスが表示されたときは PowerGres on Linuxがフェイルオーバされ

たということです。
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¨ ¥

§ ¦

# ps -C postmaster

PID TTY TIME CMD

1278 ? 00:00:00 postmaster

1280 ? 00:00:00 postmaster

1282 ? 00:00:00 postmaster

PowerGres on Linuxがもともと起動していたサーバでデータベースデーモンのファイル名を元に

戻します。¨ ¥
§ ¦# mv /opt/powergres/bin/postmaster~ /opt/powergres/bin/postmaster

6 PowerGres Administrator Toolへのアクセス

PowerGres Administrator Toolへのアクセスは、クラスタを構成するそれぞれのサーバと仮想 IPアドレ

スに対して行うことができます。どちらに対してアクセスするべきかは行いたいことによって異なります。

以下のことを行うときはクラスタを構成するそれぞれのサーバに対して直接アクセスします。

• アクセスしたサーバで PowerGres on Linuxが起動されているかどうかを確認する。

DAEMON メニューを選択するとデータベースデーモン状態画面にアクセスしたサーバで

PowerGres on Linuxが起動されているかどうかが表示されます。

• ほかのサーバで起動している PowerGres on Linuxをアクセスしたサーバへスイッチオーバする。

DAEMONメニューから startを選択するとほかのサーバで起動している PowerGres on Linux

がアクセスしたサーバへスイッチオーバされます。

• アクセスしたサーバで起動している PowerGres on Linuxを停止する。

DAEMON メニューから stop を選択するとアクセスしたサーバで起動している PowerGres on

Linuxが停止されます。

以下のことを行うときは仮想 IPアドレスを通してアクセスします。以下のことは PowerGres on Linuxが

起動しているサーバに対して直接アクセスすることによって行うこともできますが、仮想 IPアドレスを通し

てアクセスすることによって PowerGres on Linuxが起動しているサーバを意識する必要がなくなります。

• 実行時の設定、またはクライアント認証の設定を行う。
実行時の設定であれば SETTINGメニューから postgresql.conf、クライアント認証の設定であ

れば pg hba.confをそれぞれ選択します。

7 アンインストール

アンインストールを行うためには、製品に同梱されている CD-ROMをマウントする必要があります。ここ

では、CD-ROM を/mnt/cdrom にマウントしていることを前提にします。なお、アンインストールは root

で行う必要があります。
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1. すべてのデータベースデーモンを停止します。

PowerGres Administrator Tool の DAEMON メニューから stop をクリックし、postmaster を停

止します。

2. PowerGres Administrator Toolを停止します。¨ ¥
§ ¦# /etc/init.d/powergresadmin stop

3. アンインストールスクリプトを実行します。¨ ¥
§ ¦# sh /mnt/cdrom/uninstall.sh

アンインストールスクリプトを実行すると以下のように表示されます。¨ ¥

§ ¦
Welcome to PowerGres on Linux

4. アンインストールを確認するメッセージが表示されます。¨ ¥
§ ¦Do you uninstall PowerGres on Linux really (yes/no):

アンインストールを続行する場合は yes、中断する場合は noと入力してください。

5. アンインストールが行われます (自動)。¨ ¥

§ ¦

Preparing uninstallation... Succeeded.

Uninstalling powergres-LKRK... Succeeded.

Uninstalling powergresadmin-ha... Succeeded.

Uninstalling powergresadmin-ha-apache... Succeeded.

Uninstalling powergresadmin-ha-php... Succeeded.

Uninstalling powergres-ha-docs... Succeeded.

Uninstalling powergres-ha-jdbc... Succeeded.

Uninstalling powergres-ha-test... Succeeded.

Uninstalling powergres-ha-contrib... Succeeded.

Uninstalling powergres-ha-server... Succeeded.

Uninstalling powergres-ha... Succeeded.

Uninstalling powergres-ha-devel... Succeeded.

Uninstalling powergres-ha-libs... Succeeded.

データベースデーモンが起動している場合は、アップグレード前にデータベースデーモンが停止さ

れます。¨ ¥
§ ¦Taking powergres-/share/dataclusterA3b out-of-service... Succeeded.
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なお、アンインストールの途中で以下のように表示され、アンインストールに失敗することがあり

ます。以下は PowerGres on Linuxと依存関係がある PostGISがアンインストールされていない場合

です。¨ ¥

§ ¦
エラー: これらのパッケージを削除すると依存性を破壊します:

libpq.so.3 は postgis-0.8.1-1 に必要とされています

powergres-ha = 2.0.3は postgis-0.8.1-1 に必要とされています

このような場合は、依存関係があるパッケージ (ここでは postgis) をあらかじめアンインストールし

てから、もう一度アンインストールスクリプトを実行してください。

RPMパッケージのアンインストールは以下のように行います。¨ ¥
§ ¦# rpm -e postgis

6. 不要なファイルを削除します。

アンインストールスクリプトによって RPM パッケージをアンインストールできましたが、

/opt/powergres ディレクトリにはいくつかのファイル、例えば、設定ファイルやログ、ユーザが

追加したファイルなどが残っています。もし、これらのファイルが不要であれば削除してください。

8 サポートについて

別添の PowerGres on Linux HAサポート&保守サービスのご案内をご覧ください。なお、サポート条件は

別添の PowerGres on Linux HAサポート&保守サービス権利書に基づきます。

9 お問い合わせ

SRA OSS, Inc. 日本支社

〒170-0005 東京都豊島区南大塚 3-46-3 大塚セントコアビル 5F

powergres-sales@sraoss.co.jp
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